
パウロ袴田巌さんの無罪判決を待つカトリック祈りの 9日間（ノベナ） 

2024年 9月 17 日(火)〜9月 25日（水） 

 

 

毎晩 21：00 から約 10分間 袴田巌さんに無罪の判決が下るよう、心を合わせて祈

りましょう。 

 

期間中正午には、その日の祈りの言葉を 

ホームページ（特設サイト）、メーリングリスト、Facebook、X でお伝えいたしま

す。 

ホームページ特設サイト https://www.jccjp.org/hakamadainori 

Facebook https://www.facebook.com/seigitoheiwa/ 

X   https://x.com/vchGMFlp7REQ9Ha 

 

初日 17日（火）と最終日 25日（水）には、Zoomミーティングを開き、みんなで祈

ります。 

https://x.gd/T1uu5 

ミーティング ID: 850 1949 0932 

パスコード: 805595 

 

 

＜＜各日の祈りの流れ＞＞ 

 

１．はじめの祈り（その日の祈りの意向） 

   ※日替わり（下記参照） 

 

２．沈黙 

   ※しばらく沈黙のうちに、各自の祈りを神に捧げます。 

 

３．主の祈り 

   天におられるわたしたちの父よ、 

   み名が聖とされますように。 

   み国が来ますように。 

   みこころが天に行われるとおり地にも行われますように。 

   わたしたちの日ごとの糧を今日もお与えください。 

   わたしたちの罪をおゆるしください。わたしたちも人をゆるします。 

   わたしたちを誘惑におちいらせず、 

   悪からお救いください。 アーメン。 

４．アヴェ・マリアの祈り 

https://www.jccjp.org/hakamadainori
https://www.facebook.com/seigitoheiwa/
https://x.com/vchGMFlp7REQ9Ha
https://x.gd/T1uu5


   アヴェ、マリア、恵みに満ちた方、 

   主はあなたとともにおられます。 

   あなたは女のうちで祝福され、 

   ご胎内の御子イエスも祝福されています。 

   神の母聖マリア、 

   わたしたち罪びとのために、 

   今も、死を迎える時も、お祈りください。 アーメン。 

 

５．栄唱 

   栄光は父と子と聖霊に。 

   初めのように今もいつも世々に。 アーメン。 

 

６．結びの祈り（聖パウロのとりなしを願って） 

   聖パウロよ、 

   キリストの使徒とされたあなたは、迫害と投獄を幾度も受けながらも、 

   信仰と希望を失うことなく、かえって福音を力強く証ししました。 

   ローマで処刑された殉教者聖パウロの取り次ぎによって、神に祈ります。 

   無罪を求めて闘い続ける私たちの兄弟、パウロ袴田巌さんを力づけ、 

   真の解放と自由を与えてください。 

   そしてまた、死刑廃止のために働く私たちの取り組みを力強く支えてくださ

い。 

   アーメン。 

 

 

 

＜＜9日間の祈りの意向＞＞  

 

★9/17 第 1日 パウロ袴田巌さんのために 

 

いのちの源である神よ、 

パウロ袴田巌さんのいのちを与えてくださったことを感謝します。 

死刑囚とされて あまりに多くの苦難を味わい、心と体に大きな傷を負いながら

も、 

88歳を迎えた今に至るまで、いのちを永らえさせてくださったことを感謝します。 

獄中であなたと出会わせ、信仰と希望を与えてくださったことを感謝します。 

私たちもパウロ袴田巌さんの幸せのために、また正義の実現のために 

祈りのうちに働き続けることができますように。 

 

★9/18 第 2日  袴田ひで子さんのために 



 

いつくしみ深い神さま、 

愛する弟の、人間らしい平穏な生活、真の自由、いのち、そして真実、 

それらすべての回復ために、実に 58 年ものあいだ、 

ご自身の体、生活、すべてを投げ打ち、一筋の道を歩んでこられた、 

袴田巌さんの姉、袴田ひで子さんのために祈ります。 

ひで子さんの微笑み、決して失わない勇気と希望は、 

袴田巌さんの無罪判決を願う私たちを、励まし力づけてくださいました。 

神さま、ひで子さんの選んだ道が正しく報われますように。 

正義に適う社会が、ここから始まりますように。 

 

 

★9/19 第 3日  袴田事件弁護団・支援者たちのために 

 

神よ、1966年に起きた事件ですが、 

1981年に袴田事件委員会が日本弁護士連合会にできました。 

それ以来 43年にわたり、手弁当で弁護活動をしてくださいました。 

また、1991年から署名を集めてくれている 

「無実の死刑囚・袴田巌さんを救う会」の皆さまは、 

長い間、困難を乗り越え、小さな力で国家権力と対峙してきてくれました。 

時には外国まで行き、大きな声をあげてくださいました。 

神さま、あなたが袴田巌さん、ひで子さん、弁護団、支援者たちの苦労を顧み、 

働きを祝し、必ず無罪の判決が下されますよう心から祈ります。 

 

 

★9/20 第 4日  犯罪被害者・遺族のために 

 

赦しの源である神よ、 

犯罪の被害者の方々、そして犯罪で親族をなくしたご遺族を目にとめてください。 

理不尽にも命を奪われ、あるいは体や心に深い傷を受けた被害者、そしてご遺族の 

苦しみ、悲しみ、怒りが少しでも癒されますよう、神よ、御手を差し伸べてくださ

い。 

私たちの社会が、被害者の方々、ご遺族のために、 

そしてまた、罪を償った加害者のために、何ができるのかを、 

神よ、どうかお教えくださいますように。 

 

 

 

★9/21 第５日  執行された死刑囚のために 



 

命の与え主である神さま、 

すでに死刑を執行されて亡くなった方々のために祈ります。 

あなたからいただいた命を不条理に取り上げられたこの方々が、 

命のみなもと、与え主である三位一体の神の交わりに招かれ、 

真の幸いのうちに生きることができますように。 

 

 

★9/22 第 6日  執行を待つ死刑囚のために 

 

いつくしみ深い神よ、 

キリストの十字架によって私たちの罪をゆるし、 

どのような状況にある人にも神の救いが与えられることを 

示してくださったあなたに感謝して祈ります。 

死刑判決を受けて施設に収容され、 

日々、孤独と恐怖のうちに執行を待つ人々に慰めと勇気をお与えください。 

福音の力によって励まされ、神と人に心を閉ざすことなく、 

回心と救いの道を歩むことができますように。 

生きる価値のないいのちは決してないことを心に刻み、 

私たちも死刑囚のために祈り続けることができますように。 

 

 

★9/23 第 7日  死刑廃止のために 

 

いのちの源である神よ、 

私たち一人ひとりは、あなたによって 

かけがえのない存在として造られたことを感謝します。 

しかし同時にまた、私たちは、弱くてはかない不確かな存在です。 

それゆえ、私たちの判断は、いつも誤りうる可能性を帯びています。 

死刑制度が、いつもこの現実に基づいていることに、 

一人でも多くの人が気づかされますように。 

また、私たちが、お互いの弱さを受け入れ合うことによって、 

真の赦しを深く悟ることができますように、広くて深いあたたかな心をお与えくだ

さい。 

 

 

 

 

★9/24 第 8日  冤罪に苦しむ人のために 



 

希望の源である神よ 

いわれのない罪のゆえに苦しみ、孤独のうちにある人々に、 

復活の主の存在をお示しください。 

真実が明らかになる時まで、私たちも祈り続けます。 

そして、彼らが再び喜びのうちに生きる日を迎えることができますように。 

 

 

★9/25 第 9日  パウロ袴田巌さんの再審無罪のために 

 

いつくしみ深い神よ、 

パウロ袴田巌さんの再審の判決が、明日くだされます。 

袴田巌さんの無罪判決を願う支援者の今日に至るまでの活動を感謝します。 

すべてのことがあなたの御手の中にあって、導かれ、 

ことにあたる裁判官を通して、あなたの働きが現れますように。 

私たちが希望しているパウロ袴田巌さんの再審無罪が 

明日の判決で明白になりますように。 

私たちの主イエス・キリストによって。 

 


